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Vol.167紀尾井ホール開館30周年特集
紀尾井ホール室内管弦楽団 2025年度定期演奏会
2024年度後半と2025年度前半の邦楽公演を一挙にご紹介！
徳丸吉彦 山口智子 対談
邦楽をたのしもう！ （第2回）
［インタビュー］  マリオ・ブルネロ＆川口成彦
［インタビュー］  清元一太夫＆鶴澤寛太郎
連載
［クラシック音楽のテーマに基づく3話］  ブランデンブルク協奏曲をめぐる3つの話
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紀尾井ホール開館30周年
紀尾井ホールはおかげさまで2025年4月2日に開館30周年を迎えます。

長きにわたり、皆さまにご愛顧を賜りまして、心より感謝申し上げます。

2024年9月から2025年7月までを30周年記念期間と位置づけ、さまざまな催しで皆さまをお迎えします。

これからも紀尾井ホールにどうぞご期待ください。

開館30周年記念ロゴマークのご紹介

万華鏡のような色のとりどりは、演奏家たちがそれぞれに舞台で表現するさまを

表しています。やさしく、親しみやすい色合いにしました。

それとともに、紀尾井ホールで出逢った方々のさまざまな思いが刻まれた３０年の時と、

これからもあたたかな響きあいが続いていく未来を表現したものです。

ブランド・メッセージ

紀尾井ホールは、桜の木 に々囲まれて建つこの場所を「桜の園」になぞらえ、

「いざ、桜の園へ」

を掲げて1995年4月に開館し、数多くのアーティストがこの「桜の園」に集い、華麗な音の花を開かせてきました。

豊かな音楽芸術に彩られるようになった「桜の園」から、さらなる新しい波を起こして発信していきたい ―― という思いを、

この新しいブランド・メッセージに込めています。

「響け、桜の園から」を合言葉に紀尾井ホールは、「第２章」へと進んでまいります。

紀尾井ホールの30年の歩みをまとめました。ぜひご覧ください。

30周年記念スペシャル・ムービーができました！

https://youtu.be/EIzsLb5os5U
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紀尾井ホール室内管弦楽団
2025年度定期演奏会（全４回・8公演）

2025年度紀尾井ホール室内管弦楽団（KCO）定期演奏会は、前半2回を紀尾井ホールで、後半2回を東京オペラシティ 
で開催します。また、2025年9月には住友生命いずみホールでの特別公演も予定しています。
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︒
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台
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︒
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1
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︒
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︒
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︑
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︒
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れ
る
阪
田
知

樹
が
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
K
C
O
に
初
登
場
︒
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友
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︒
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︒イ
ギ
リ
ス
か
ら
新
進
気
鋭

の
ダ
ン
カ
ン・ウ
ォ
ー
ド
を
招
き
ま
す
︒サ

イ
モ
ン・ラ
ト
ル
も
そ
の
才
能
を
認
め
︑彼

の
た
め
に
ベ
ル
リ
ン・フ
ィ
ル
の
ア
カ
デ

ミ
ー
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
ポ
ス
ト
を
新
設

し
た
と
い
う
逸
材
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望
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れ
る
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︒ソ
リ
ス
ト
に

は
40
年
以
上
に
わ
た
り
世
界
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
界
を
牽
引
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
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ー
ヴ
ァ
を
迎
え
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0
2
5
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度
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め

く
く
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に
ふ
さ
わ
し
い
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華
な
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容
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お
贈
り
し
ま
す
︒

サッシャ・ゲッツェル
（指揮）

© Ozge Balkan

スヴェトリーナ・ストヤノヴァ
（メゾソプラノ）

© slav.huben

トレヴァー・ピノック
（指揮）

© Gerard Collett

アレクサンドラ・ドヴガン
（ピアノ）

© Irina Schymchak

阪哲朗
（指揮）

© Florian Hammerich

阪田知樹
（ピアノ）

© Ayustet

ダンカン・ウォード
（指揮）

© Holger Talinski

ヴィクトリア・ムローヴァ
（ヴァイオリン）

© Benjamin Ealovega

年明けには、恒例となったニューイヤー・コンサート も予定しています。
こちらもどうぞお楽しみに。

紀尾井 明日への扉シリーズ
2025年4月～7月の間に全4公演を予定しています。
詳細は決まり次第ウェブサイト等で発表いたします。

第 142 回
2025年

4月18日（金）19時
      19日（土）14時
［紀尾井ホール］

［出演］ サッシャ・ゲッツェル（指揮）
          スヴェトリーナ・ストヤノヴァ（メゾソプラノ）
ハイドン ： 交響曲第39番ト短調 Hob. I:39
ツェムリンスキー ： シンフォニエッタ op.23
ベルク ： 7つの初期の歌
シューマン ： 交響曲第4番ニ短調 op.120
   ［1841年初稿版］

第 143 回
2025年

7月4日（金）19時
      5日（土）14時
［紀尾井ホール］

［出演］ トレヴァー・ピノック（指揮）
          アレクサンドラ・ドヴガン（ピアノ）
ラヴェル ： クープランの墓
ベートーヴェン ： ピアノ協奏曲第4番ト長調 op.58
メンデルスゾーン ： 交響曲第4番イ長調《イタリア》op.90

第 144 回
2025年

9月15日（月・祝）14時
［東京オペラシティ コンサートホール］

  16日（火）19時
［住友生命いずみホール（大阪）］

［出演］ 阪哲朗（指揮）
          阪田知樹（ピアノ）
          調整中（ソプラノ2名）、コーラス
ヴェーバー ： 歌劇《オベロン》J.306～序曲
コルンゴルト ： 左手のためのピアノ協奏曲嬰ハ長調 op.17
メンデルスゾーン ： 劇付随音楽《夏の夜の夢》op.21 ＆ op.61
   ［序曲付き全曲］

第 145 回
2025年

11月21日（金）19時
         22日（土）14時
［東京オペラシティ コンサートホール］

［出演］ ダンカン・ウォード（指揮）
          ヴィクトリア・ムローヴァ（ヴァイオリン）

          

曲目調整中
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中国の清涼山を訪れた寂昭法師が、牡丹に戯れて舞う獅子を目にするという能の『石橋』を
もとにしたもので、「獅子物」や「石橋物」といわれています。江戸城大奥の正月お鏡曳きの
日のこと、踊りを望まれた小姓が舞っているうちに獅子の精につかれて、胡蝶とともに牡丹の
花に遊び狂う、迫力満点の大曲です。

2024年度後半と2025年度前半の

紀尾井たっぷり名曲 8　長唄「春興鏡獅子」〈杵屋勝四郎×杵屋栄八郎〉

邦楽公演を一挙にご紹介！

［出演］ 杵屋勝四郎、今藤政貴、杵屋巳之助、杵屋勝四寿、杵屋勝四助（唄）
 杵屋栄八郎、杵屋勝十朗、杵屋勝国悠、杵屋三禄、杵屋勝司郎（三味線）、藤舎呂英（囃子）、児玉竜一（お話）
［演目］ お話 「筋の（通ら）ない鏡獅子」、長唄「春興鏡獅子」

［出演］ 萩岡松柯（箏）、米川敏子（箏）、青木鈴慕（尺八）、友枝雄人（能）、野川美穂子（解説）
［演目］ 箏組歌「橋姫」、地歌「新浮舟」、半能「浮舟」

2024
11／28
木
18:30

杵屋勝四郎 杵屋栄八郎

音楽でつづる文学 8　源氏物語 -浮舟-2024
12／18
水
18:30

邦楽は敷居が高い、そもそも歌詞の意味がよくわからない・・・。このシリーズではそんな悩める「壁」を取り払い、
邦楽をもっと楽しんでいただく企画です。清元「文屋」は、古今和歌集で紀貫之が取り上げた六歌仙一人、
文屋康秀が小野小町のところへ忍んで行こうとし、それを阻もうとする官女とのやりとりを軽快な清元の曲で花
柳源九郎による舞の実演とともに、歌詞を紐解きます。

邦楽探検 詞章の謎 File.5　清元「文屋」

第5回
清元一太夫
（清元節）

［出演］ 花柳源九郎（立方・解説））、児玉竜一（ご案内）
［演目］ 解説と舞踊「文屋」

2025年8月以降休館中は、全国各地の会場で邦楽とクラシックのコラボレーション公演を企画しています。
また、公演についての最新情報は、随時紀尾井ホールウェブサイトで発表していきます。どうぞご期待ください。

2025
3／6
木
18:30

2024
10／29
火
19:00

花柳源九郎

“いま”をつくる、“明日”を切り開く「邦楽 明日への扉」。
日本伝統芸能の明日を担う若手音楽家を取り上げ、いま、を作り上げていく演奏家を紹介します。邦楽　明日への扉

▶詳細はP8・9をご覧ください

2024年度

2024年度

清元一太夫

第6回
鶴澤寛太郎
（義太夫節）

2025
1／31
金
19:00 ▶詳細はP8・9をご覧ください

鶴澤寛太郎

2025
4月

2025
6月

2025年度

第8回
日吉章吾
（平家・箏曲）

日吉章吾

音楽でつづる文学 9　好色五人女 -八百屋お七-
紀尾井たっぷり名曲 9　義太夫節「絵本太功記 尼ヶ崎の段」

邦楽と洋楽の邂逅
ほか

2025年度

そのほか、以下公演を予定しています。詳細は決まり次第順次ウェブサイト等でお知らせします。

第7回
杵屋長寿郎・柏要二郎
（長唄）

杵屋長寿郎 柏要二郎

浮舟は、薫大将（源氏の息子。実は柏木の息子）と匂宮
（源氏の孫）の間で愛されることに悩み、入水自殺をは
かります。その後助けられたものの、出家して俗世の愛
を拒みます。箏組歌「橋姫」は『源氏物語』五十四帖の
うちの最後の宇治十帖の「橋姫」以下「浮舟」を含む六
巻から一歌ずつ六歌を使用して構成、地歌「新浮舟」は浮舟物語を簡潔にまとめて作られています。能「浮舟」では、後シテの浮
舟の幽霊が苦悩と妄執を晴らす幽玄の美しさを半能の形でお楽しみください。

せいりょうざん じゃくしょうほうし

し し も の しゃっきょうもの

ぶんやのやすひで

青木鈴慕 友枝雄人萩岡松柯 米川敏子

ぶんや

かいこう

邦楽主催公演は人気シリーズの数 を々お届けします。どの演奏会も、邦楽ビギナーの方にも楽しんでいただける丁寧な
解説付きで、趣向を凝らした演目をご用意しています。ぜひこの機会に一度足を運んでみてください。
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民
族
音
楽
学
を
広
く
研
究
す
る
徳
丸
吉
彦

さ
ん（
音
楽
学
者
）と
、地
球
の
音
楽
映
像
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー「
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
．」で
世
界
各
国
を
巡
り

二
五
〇
を
超
え
る
曲
を
収
録
さ
れ
た
山
口
智
子

さ
ん（
俳
優
）が
邦
楽
の
魅
力
を
語
り
合
う
シ

リ
ー
ズ
。第
２
回
は
邦
楽
の「
声
」が
テ
ー
マ
で
す
。

　
邦
楽
に
は
大
き
く
分
け
て「
う
た
い
も
の
」と

「
語
り
も
の
」の
２
系
統
が
あ
り
ま
す
が
、長
唄
や

義
太
夫
節
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
も
声
の

出
し
方
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。そ
の
多
彩
で
奥

深
い
魅
力
を
探
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

徳
丸　

今
回
は
邦
楽
の﹁
声
﹂の
話
を
し
ま

し
ょ
う
︒

山
口　
﹁
声
﹂は
私
た
ち
人
間
が
最
初
に
発

す
る﹁
音
楽
﹂と
も
言
え
ま
す
ね
︒

徳
丸　
そ
う
で
す
ね
︒山
口
さ
ん
は
世
界
各
地
で

珍
し
い
声
を
た
く
さ
ん
聴
か
れ
た
で
し
ょ
う
？

山
口　
は
い
︑た
と
え
ば
北
極
圏
の﹁
喉
歌
﹂と

呼
ば
れ
る
北
方
民
族
の
独
特
な
歌
唱
法
な
ど
︑

﹁
ウ
オ
~
﹂と
い
う
動
物
の
鳴
き
声
の
よ
う
な
響

き
の
中
に
︑強
烈
な
生
命
力
を
感
じ
ま
し
た
︒異

世
界
と
コ
ン
タ
ク
ト
で
き
る
音
の
周
波
数
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
︒自
然
と
共
鳴
す
る
声
の
パ
ワ
ー

を
感
じ
ま
し
た
︒

徳
丸　
邦
楽
の
声
の
文
化
の
一
つ
に
声
明
が
あ

り
ま
す
︒

山
口　
古
代
か
ら
続
く
祭
儀
や
仏
教
儀
式
で

行
わ
れ
る﹁
声
明
﹂の
響
き
に
は
︑ゾ
ク
ゾ
ク
し

ま
す
︒

徳
丸　
真
言
声
明
に﹁
云
何
唄
﹂と
い
う
曲
が

あ
り
ま
す
︒﹁
ど
う
し
た
ら
長
寿
が
得
ら
れ
る

で
し
ょ
う
か
﹂と
い
う
意
味
の﹁
云
何
得
長
寿
﹂

と
歌
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
が
︑た
と
え
ば

最
後
の﹁
じ
ゅ
﹂の
母
音﹁
う
﹂を
何
度
も
繰
り

返
し
て
︑音
高
を
微
妙
に
揺
ら
し
な
が
ら
長
く

伸
ば
す
の
が
特
徴
で
す
︒

山
口　
声
明
と
い
え
ば
︑イ
タ
リ
ア・サ
ル
デ
ィ

ニ
ア
島
の
歌
文
化﹁
カ
ン
ト・ア・テ
ノ
ー
レ
﹂を

思
い
出
し
ま
し
た
︒声
明
の
よ
う
に
唸
る
よ
う
な

低
音
の
響
き
と
︑﹁
ボ
ン
ビ
リ
ボ
ン
ボ
ン
ボ
ン
﹂と

い
う
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
声
を
重
ね
て
︑４
人
で

組
ん
で
ア
カ
ペ
ラ
で
呪
術
的
と
も
い
え
る
不
思

議
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生
み
出
す
歌
文
化
で
す
︒互

い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
声
に
耳
を
傾
け
て
集
中
し
︑

自
分
の
音
域
の
役
目
を
ま
っ
と
う
す
る
伝
統

は
︑瞑
想
に
も
似
た
高
尚
な
精
神
性
を
感
じ
ま

し
た
︒サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
人
の
起
源
は
ア
ジ
ア
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
︒古
代
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら

渡
っ
て
き
た
騎
馬
民
族
ら
し
い
で
す
︒ア
ジ
ア
か

ら
西
欧
へ
と
旅
し
た
声
の
文
化
が
︑今
も
イ
タ
リ

ア
の
島
に
息
づ
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
︒声
に

秘
め
ら
れ
た
人
間
の
旅
の
歴
史
に
深
く
感
動
し

ま
し
た
︒

徳
丸　

声
に
は
と
て
も
強
い
力
が
あ
り
ま
す

ね
︒と
こ
ろ
で
︑一
つ
の
音
を
長
く
伸
ば
し
て
飾

り
を
つ
け
る
声
明
の
よ
う
な
歌
い
方
を﹁
メ
リ
ス

マ
﹂と
い
う
の
で
す
が
︑そ
の
典
型
と
も
い
え
る

の
が︽
江
差
追
分
︾で
す
︒伸
ば
す
音
に
独
特
な

歌
い
回
し
や
こ
ぶ
し
を
入
れ
て
歌
う
と
こ
ろ
が

と
て
も
豊
か
で
す
ね
︒伝
承
の
た
め
に
︑独
自
の

楽
譜
も
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
︒

対談の模様はYouTubeで
ご覧いただけます。

徳
丸
吉
彦
・
山
口
智
子 

対
談

協力：ザ・キャピトルホテル 東急

邦
楽
の
声
の

魅
力
と
味
わ
い

邦
楽
の
声
の

魅
力
と
味
わ
い

邦
楽
を
た
の
し
も
う！2

山
口　
実
は
︑音
楽
を
追
い
か
け
る
旅﹁
Ｌ
Ｉ
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｎ
.﹂を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
が
︑﹁
O
I
W
A
K
E
﹂と
い
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
音
源
で
し
た
︒日
本
の
民
謡﹁
追
分
﹂の
旋

律
が
︑ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
各
地
に
残
る
民
謡
に

酷
似
し
て
い
る
事
実
を
元
に
︑さ
ま
ざ
ま
な
国

の
民
謡
の
歌
い
手
が
北
海
道
に
集
ま
っ
た
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
録
音
で
す
︒時
を
超
え
距
離
を
超

え
て
︑東
と
西
の
文
化
が
遥
か
な
旅
を
し
て
出

会
い
︑歌
い
継
が
れ
︑今
も
息
づ
い
て
い
る
こ
と

に
心
が
震
え
ま
し
た
︒日
本
と
世
界
が
︑歌
声
と

共
に
一
瞬
で
シ
ン
ク
ロ
す
る
大
感
動
︒

徳
丸
　
そ
う
で
し
た
か
︒邦
楽
で
は
︑歌
う
こ
と

を
目
的
と
し
た﹁
う
た
い
も
の
﹂と
︑物
語
を
語
っ

て
い
く﹁
語
り
も
の
﹂と
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
︑そ

れ
ぞ
れ
使
う
声
や
発
声
法
が
異
な
り
ま
す
︒ま

た
︑邦
楽
に
は
声
明
や
長
唄
︑義
太
夫
節
な
ど
数

多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
ま
す
が
︑そ
れ
ぞ
れ
声

の
使
い
方
に
違
い
が
あ
り
ま
す
︒こ
う
し
て
声
に

着
目
し
て
邦
楽
を
聴
い
て
み
る
と
︑日
本
の
音

楽
が
い
か
に
豊
か
な
声
の
文
化
を
も
っ
て
い
る

か
が
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒次
回

は
邦
楽
で
使
わ
れ
る
楽
器
に
つ
い
て
お
話
し
ま

し
ょ
う
︒

文
／
芹
澤
一
美︵
音
楽
ラ
イ
タ
ー
︶

﹇
訂
正
﹈　
第
１
６
６
号
Ｐ･

５
徳
丸
吉
彦
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
　
　

  

誤
︶聖
徳
大
学
教
授　
正
︶聖
徳
大
学
客
員
教
授

　
　
　

  

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
︑こ
こ
に

　
　
　

  

訂
正
い
た
し
ま
す
︒

© 堀田力丸

出典：江差追分会

し
ょ
う
み
ょ
う

う
ん
が
ば
い

え
さ
し
お
い
わ
け

う
ん
が
と
く
じ
ょ
う
じ
ゅ
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１
７
２
１
年
︑当
時
ド
イ
ツ
の
田
舎
町
ケ
ー

テ
ン
の
宮
廷
楽
長
だ
っ
た
ヨ
ハ
ン・セ
バ
ス
テ
ィ

ア
ン・バ
ッ
ハ︵
１
６
８
５
~
１
７
５
０
︶は
︑ベ

ル
リ
ン
在
住
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
ク

リ
ス
テ
ィ
ア
ン・ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ︵
１
６
７
７
~

１
７
３
４
︶に
︑６
曲
か
ら
な
る
協
奏
曲
集
を
献

呈
し
ま
し
た
︒フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
タ
イ
ト

ル
は﹁
い
く
つ
か
の
楽
器
に
よ
る
６
曲
の
協
奏

曲
﹂で
︑﹁
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
﹂と
い
う
言
葉
は

あ
り
ま
せ
ん
︒し
か
し
こ
れ
で
は
わ
か
り
に
く

い
の
で
︑19
世
紀
の
バ
ッ
ハ
研
究
家
で
バ
ッ
ハ
伝

︵
１
８
７
３
︶の
著
者
フ
ィ
リ
ッ
プ・シ
ュ
ピ
ッ
タ

︵
１
８
４
１
~
１
８
９
４
︶が
︑献
呈
先
の
名
を

採
っ
て﹁
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
﹂と
命
名

し
︑今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
︒

　
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン・ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
︑プ
ロ

イ
セ
ン
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
１
世︵
１
６
５
７
~

１
７
１
３
︶の
異
母
弟
で
し
た
が
︑フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

の
息
子
で﹁
軍
人
王
﹂と
呼
ば
れ
た
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ・ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
１
世︵
１
６
８
８
~
１
７
４
０
︶

と
は
異
な
り
︑こ
と
の
ほ
か
音
楽
を
愛
す
る
貴
族

で
︑バ
ッ
ハ
の
主
君
だ
っ
た
ア
ン
ハ
ル
ト・ケ
ー
テ

ン
侯
レ
オ
ポ
ル
ト︵
１
６
９
４
~
１
７
２
８
︶と
も

親
し
い
間
柄
で
︑１
７
１
３
年
に﹁
軍
人
王
﹂が
常

備
軍
設
立
の
た
め
に
ベ
ル
リ
ン
の
宮
廷
楽
団
を

解
散
し
た
と
き
に
は
︑ケ
ー
テ
ン
侯
と
と
も
に
失

職
し
た
楽
団
員
の
数
名
ず
つ
を
引
き
受
け
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　
ケ
ー
テ
ン
侯
レ
オ
ポ
ル
ト
は
︑１
７
１
７
年
︑

彼
の
楽
団
に
ふ
さ
わ
し
い
指
導
者
と
し
て
︑ワ
イ

マ
ー
ル
宮
廷
の
楽
師
長
だ
っ
た
バ
ッ
ハ
を
ス
カ

ウ
ト
し
て
宮
廷
楽
長
に
任
用
し
︑小
さ
な
宮
廷

に
は
め
ず
ら
し
い
ほ
ど
充
実
し
た
音
楽
生
活
を

謳
歌
し
た
の
で
し
た
︒

　
バ
ッ
ハ
の
人
生
を
た
ど
っ
て
み
る
と
︑18
歳
で

ア
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に

な
っ
て
か
ら
︑よ
り
よ
い
環
境
を
求
め
て
転
職
を

繰
り
返
し
︑そ
の
た
び
に
所
得
倍
増
に
成
功
し

て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
︒ワ
イ
マ
ー
ル
宮

廷
楽
師
長
か
ら
ケ
ー
テ
ン
宮
廷
楽
長
に
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
た
と
き
は
︑ワ
イ
マ
ー
ル
の
殿
様
の
怒
り

を
買
い
︑牢
屋
に
入
れ
ら
れ
て
も
転
職
の
意
志

を
曲
げ
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
︒ど
こ
の

宮
廷
や
教
会
で
も
︑バ
ッ
ハ
の
よ
う
な
優
秀
な
音

楽
家
を
雇
用
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
宮
廷
等
の

ス
テ
ー
タ
ス
に
関
わ
っ
た
か
ら
で
す
︒ア
メ
リ
カ

の
野
球
界
と
は
い
わ
な
く
て
も
︑当
時
の
音
楽

家
は
基
本
的
に
フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
だ
っ
た

の
で
︑重
要
な
地
位
が
空
く
と
後
継
者
の
争
奪

合
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒ケ
ー
テ
ン
時
代
の
バ
ッ

ハ
も
︑１
７
２
０
年
に
は
ド
イ
ツ
最
大
の
港
湾
都

市
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
教
会
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
へ
の
転
職

を
試
み
て
い
ま
す
し
︑１
７
２
３
年
に
は
ド
イ
ツ

有
数
の
商
業
都
市
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
ト
マ
ス・カ

ン
ト
ル
兼
音
楽
監
督
へ
の
転
職
に
成
功
し
︑所
得

倍
増
に
も
ほ
ぼ
成
功
し
て
い
ま
す
︒

　
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
に
献
呈
し
た﹁
い

く
つ
か
の
楽
器
に
よ
る
６
曲
の
協
奏
曲
﹂は
新
作

で
は
な
く
︑そ
れ
ま
で
に
書
き
た
め
︑ケ
ー
テ
ン

宮
廷
で
上
演
し
て
い
た
６
曲
の
協
奏
曲
を
集
め

て
曲
集
と
し
た
も
の
で
す
︒特
に
横
笛
フ
ル
ー
ト
︑

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
︑チ
ェ
ン
バ
ロ
を
独
奏
楽
器
と
し

た
第
５
番
ニ
長
調
は
独
創
的
で
︑長
大
な
チ
ェ
ン

バ
ロ
の
カ
デ
ン
ツ
ァ
は
︑こ
の
浄
書
稿
の
作
成
時

に
腕
に
よ
り
を
か
け
て
書
き
加
え
た
も
の
な
の

で
︑バ
ッ
ハ
は
こ
の
曲
で
︑作
曲
家
︑指
揮
者
と
し

て
だ
け
で
な
く
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
名
手
と
し
て
の

1
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲

そ
の
名
の
由
来

自
分
を
売
り
込
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
︒こ
の
曲
集
は
ま
さ
に
音
楽
家
バ
ッ

ハ
す
べ
て
の
商
品
見
本
で
も
あ
っ
た
の
で
す
︒

文
／
樋
口
隆
一︵
明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
︶

3
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
協
奏
曲
は

バッハ
の
商
品
見
本
？

　
の
ち
に﹁
音
楽
の
父
﹂と
称
さ
れ
る
偉
大
な
音

楽
家
バッハの
︑職
業
音
楽
家
と
し
て
の
姿
が
垣

間
見
ら
れ
る
３つの
お
話
で
す
︒

2
ド
イ
ツ
の
音
楽
家
は

フ
リ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
だ
っ
た
？

ブランデンブルク協奏曲をめぐる
イル・ポモドーロ with フランチェスコ・コルティ

 
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク

              
協
奏
曲
を

　
　
　      
め
ぐ
る

3
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

　
　
テ
ー
マ
に
基
づ
く
3
話

    
　
つ
の
話

［曲目］
J.S. バッハ チェンバロ協奏曲第1番ニ短調 BWV1052
C.P.E. バッハ フルート協奏曲ニ長調 Wq.13
ゲオルク（イジー・アントニン）・ベンダ チェンバロ協奏曲ヘ短調
J.S. バッハ ブランデンブルク協奏曲
 第5番ニ長調 BWV1050

［出演］
フランチェスコ・コルティ（指揮・チェンバロ）
イル・ポモドーロ（古楽オーケストラ）
〈ゲスト〉前田りり子（フラウト・トラヴェルソ）

1/21
 

19：00
火

2025

ブランデンブルク辺境伯クリスティアン・ルートヴィヒ
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紀尾井サポートシステム会員 ( 五十音順・｢株式会社｣等表記及び敬称略 )

《特別協賛会員》 住友商事／日鉄ソリューションズ／三井不動産／三井物産／三菱商事／三菱地所
《みやび会員》 伊藤忠商事／大島造船所／鹿島建設／商船三井／菅原／住友商事／Ｄr.かすみ永田町クリニック／
日本郵船／丸紅／三井住友銀行／三井住友信託銀行／三井不動産／三井物産／三菱商事／三菱地所／メタルワン 
ほか匿名２社
《ひびき会員》 大林組／オカムラ／高砂熱学工業／竹中工務店／東京きらぼしフィナンシャルグループ／山下設計
《みどり会員》 青鬼運送／赤坂維新號／今治造船／ヴォートル／エーケーディ／荏原冷熱システム／
ザ・キャピトルホテル 東急／三協／清水建設／上智大学／西武リアルティソリューションズ／大成建設／千代田商事／
テェイスト･ライフ／東芝ライテック／永田音響設計／ニュー・オータニ／ハウス食品グループ本社／パナソニック／
みずほ証券／三菱ＵＦＪ銀行／三菱ＵＦＪ信託銀行／三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券／ミュージション／明治座舞台／
ヤマハサウンドシステム／ワークショップ２１
《あおい会員》 青木陽介／浅沼雄二／淺見 恵／石崎智代／磯部治生／伊藤眞理子／岩城宏斗司／上野真志／
馬屋原貴行／大内裕子／大垣尚司／大久保なほ子／太田清史／大花謙一／小川 保／小倉 ヒロ・ミヒャエル／
糟谷敏秀／片山國正／片山能輔／加藤巻恵／加藤優一／神川典久／川口祥代／川島知恵／菊池恒雄／木谷 昭／
楠野貞夫／栗山信子／河野紗妃／小坂部惠子／斎藤公善／齋藤幸子／坂詰貴司／坂根和子／佐久間庸行／佐野千紘／
佐部いく子／澤田紀子／潮崎通康／柴田雅美／清水 正／清水多美子／清水康子／白土英明／末岡明武／鈴木順一／
鈴木 亮／高下謹壱／田中 進／陳 艶君／戸田純也／中塚一雄／中西達郎／中野洋子／中村健司／中村昌子／
中山昌樹／原田清朗／藤村行俊／冬木寛義／北條哲也／堀川将史／牧本惠美子／松枝 力／松尾芳樹／松本美恵／
丸井正樹／水口美輝／簑輪永世／宮島正次／宮田宜子／宮武悦子／宮原 薫／宮本信幸／陸田 実／村上喜代次／
村上敏子／持留宗一郎／八木一夫／八木晶子／矢田部靖子／山内寿実／山口 彰／山口 聡／横手 聡／吉田季光／
吉見 亨／渡邊一夫
ほか匿名43名　計244口 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　    　(2024年8月1日現在)

特別支援会員 （五十音順・｢株式会社｣等表記略）

アステック入江／五十鈴／NS建材薄板／NSユナイテッド海運／
NSユナイテッド内航海運／エヌエスリース／エヌテック／
王子製鉄／大阪製鐵／九築工業／草野産業／黒崎播磨／
合同製鐵／鴻池運輸／小松シヤリング／山九／産業振興／
三晃金属工業／サンユウ／三洋海運／山陽特殊製鋼／
ジオスター／新日本電工／スガテック／大同特殊鋼／大和製罐／
高砂鐵工／高田工業所／鶴見鋼管／DNPエリオ／テツゲン／
電機資材／東海鋼材工業／東邦シートフレーム／トピー工業／
日亜鋼業／日鉄SGワイヤ／日鉄エンジニアリング／日鉄片倉鋼管／
日鉄環境／日鉄ケミカル&マテリアル／日鉄建材／日鉄鋼管／
日鉄鉱業／日鉄工材／日鉄鋼板／日鉄興和不動産／
日鉄スチール／日鉄ステンレス／日鉄ステンレス鋼管／日鉄精圧品／
日鉄精密加工／日鉄ソリューションズ／日鉄テクノロジー／
日鉄テックスエンジ／日鉄ドラム／日鉄物産／日鉄物流／
日鉄プロセッシング／日鉄保険サービス／日鉄ボルテン／
日鉄溶接工業／日鉄レールウェイテクノス／日本金属／日本触媒／
濱田重工／富士鉄鋼センター／不動テトラ／北海鋼機／
幕張テクノガーデン／三島光産／宮崎精鋼／吉川工業／
ワコースチール
日本製鉄    　　　　                         （2024年8月1日現在）

紀尾井ホールにご支援いただいている企業および個人の方々です

7月11日(木)、第34回日本製鉄音楽賞の受賞記念コンサートを開催しました。特別賞受賞の
平井滿さんはトークの中で、受賞の喜びとともに、学生時代から音楽が好きで好きで演奏会
に通いつめたこと、その延長線上にご縁があり著名な演奏家とともに長年演奏会を続けて
こられたこと、続けることが大切で、しかしそれが一番大変だということ、そして何より自分
自身が演奏会を楽しんで、聴きたいと思う演奏会をこれからも企画していきたいと意欲を語
りました。フレッシュアーティスト賞受賞の金川真弓さん(ヴァイオリン)によるミニコンサー
トでは、第13回（2002年度）同賞を受賞したピアノの小菅優さんが共演者として登場し、プー
ランク《ヴァイオリン・ソナタ》などを演奏、会場から大きな拍手が贈られました。

第34回日本製鉄音楽賞 受賞記念コンサートを開催しました

2025年4月1日、ホール名が「日本製鉄紀尾井ホール」となります。1955年から始
まったラジオ番組「フジセイテツ・コンサート（のちの新日鉄コンサート）」、そして「新
日鉄音楽賞」で培った、日本製鉄の音楽文化支援の蓄積と経験を経て1995年に開
館した紀尾井ホール。開館30周年の節目にあたり、ホール名を新たにし、これからも
日本を代表する音楽ホールとしてさらなる芸術文化の発展に寄与してまいります。

「紀尾井ホール」から
「日本製鉄紀尾井ホール」へ

すでにお知らせのとおり、紀尾井ホールおよび紀尾井小ホール
は大規模なリニューアル工事のため2025年8月から2026年12
月末までの予定で休館します。ご利用の皆さまにはご不便とご
迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力を賜りますよう、何とぞ
お願い申し上げます。また休館中も、当財団は紀尾井ホール室
内管弦楽団や邦楽の公演を都内および全国各地の会場で開
催します。休館中も当財団の活動にぜひご期待ください。

ホール大規模リニューアル
2025年8月より
開館30周年を機に

2025年4月からの新しいロゴマークです。
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〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町6番5号
TEL.03-5276-4500（代表）  FAX.03-5276-4527  https://kioihall.jp

フォトレポート

公演の
最新情報などは

こちら

技量も音楽性もあまりにも素晴らしく、溢れ出る才能が既存の曲の枠からこぼれ落ちてしまう
ような印象を持ちました。ずっと応援し続けていきたい素晴らしい演奏者に出会えたことに感
謝します。

6.28（金）
ピアノ・トリオ・フェスティヴァル2024-I
トリオ・ヴァンダラー

3.19（火）

© 逢坂聡

7.18（木）
三菱地所 presents
紀尾井 明日への扉 第40回 平野友葵（ヴァイオリン）

6.21（金）・22（土）
紀尾井ホール室内管弦楽団
第139回定期演奏会6.6（木）

三菱地所 presents
紀尾井 明日への扉 第39回 水野斗希（コントラバス）

協賛：三菱地所株式会社

首席指揮者トレヴァー・ピノック今年度最初の演奏会。ドヴォルジャークの協奏曲では、ソリスト
に迎えたクリスティーネ・バラナスがパワフルかつ華やかな音色で日本デビューを飾りました。

ピアノ・トリオ・フェスティヴァル2024のトップバッターを務めたトリオ・ヴァンダラー、紀尾井ホー
ルには実に26年ぶりの登場となりました。熟練したトリオの阿吽の呼吸、ベテランの至芸をじっく
りと聴かせました。

© 堀田力丸

© ヒダキトモコ

本公演がデビュー・リサイタルとは思えないほど充実した演奏で、曲ごとに変わる音の表情や歌
心に満ちた素晴らしい演奏で客席を魅了しました。

© 武藤章

7.9（火）
紀尾井たっぷり名曲7
義太夫節「菅原伝授手習鑑 道明寺の段」 竹本千歳太夫×豊澤富助

© ヒダキトモコ

協賛：三菱地所株式会社

アンケート
より

・ 千歳太夫さんの覚寿は絶品です！ 碩太夫、勝平さんも今後の活躍がさらに楽しみになりました。
・ 解説で道明寺の紹介があり背景がよくわかった。古代では奈良盆地と大阪平野を結ぶ交通の
要所で、ここに覚寿がいる政治的背景に思いを巡らすのも面白い。

アンケート
より

チケットのお申込み
紀尾井ホールウェブチケット     https://kioihall.jp/tickets

チケットぴあ、イープラス（クラシック公演のみ）
ＣＮプレイガイド（電話予約:0570-08-9999/10:00～18:00年中無休）
でもチケットを取り扱っています。

お知らせ


